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６
名
が
会
派
離
脱

４
月
30
日
か
ら
３
期
目
が
ス

タ
ー
ト
。
こ
の
日
に
、
下
記
の

表
の
と
お
り
各
会
派
の
届
出
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
連
合
推
薦
を

受
け
、
ま
た
民
主
党
公
認
や
推

薦
で
当
選
し
な
が
ら
、
１
名
が

自
民
党
会
派
入
り
し
、
５
名
が

新
し
い
会
派
を
結
成
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
101
名
の
議
席
に

対
し
、
自
民
党
・
道
民
会
議
が
51

名
、
民
主
党
・
道
民
連
合
26
名
、

北
海
道
結
志
会
12
名
、
公
明
党

８
名
、
日
本
共
産
党
４
名
の
議

会
構
成
と
な
り
ま
し
た
。

民
主
党
・
道
民
連
合
は
、
改
選

前
（
36
）
よ
り
10
名
減
少
し
た

こ
と
に
な
り
、
厳
し
い
ス
タ
ー

ト
で
す
。

５
月
14
日
か
ら
は
、
議
会
構

成
な
ど
を
決
め
る
臨
時
議
会
が

招
集
さ
れ
、
議
長
に
は
遠
藤
連

氏
（
苫
小
牧
市
）、
副
議
長
に
は

三
井
あ
き
子
氏
（
旭
川
市
）
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
医
療
を
守
る

ま
た
、
各
委
員
会
の
構
成
も

決
定
し
、
北
口
道
議
は
保
健
福

祉
委
員
会
の
委
員
長
に
就
任
。

委
員
長
就
任
に
あ
た
り
、「
ま
ず

は
、
地
域
医
療
を
確
保
す
る
こ

と
だ
。
こ
れ
か
ら
地
域
医
療
構

想
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
が
議
論
さ
れ

る
が
、
北
海
道
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
医
療
体
制
を
確
立
し
て

い
き
た
い
。」
と
決
意
を
語
り
ま

し
た
。
ま
た
、
保
健
福
祉
員
会

は
、
障
が
い
者
行
政
を
担
当
す

る
こ
と
か
ら
、「
誰
で
も
居
場
所

と
出
番
の
あ
る
社
会
を
め
ざ
し

て
い
き
た
い
」
と
差
別
解
消
と

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
向
け
た
思
い

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
委
員
会
は
、
北

方
領
土
対
策
特
別
委
員
会
に
所

属
。
筆
頭
理
事
と
な
り
、
領
土

問
題
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

林
活
は
事
務
局
長

道
議
会
議
員
全
員
が
加
盟
し
、

超
党
派
で
運
営
す
る
北
海
道
森

林
・
林
業
活
性
化
推
進
議
員
連

盟
の
定
期
総
会
が
、
６
月
29
日

開
催
さ
れ
、
北
口
道
議
は
事
務

局
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

会 派 名 改選前 改選後

自民党・道民会議 45 名 51 名

民主党・道民連合 36 名 26 名

北海道結志会 － 12 名

フロンティア 4 名 －

北海道・大地 2 名 －

公明党 7 名 8 名

日本共産党 1 名 4 名

無所属 1 名 －

保健福祉委員長に就任
郷土
ふるさと

の安全・安心に向け、決意新た！

北
海
道
議
会
保
健
福
祉
委
員
長
に
就
任
し
あ
い
さ
つ
（
５
月

日
）
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未
成
熟
な
思
い
つ
き
予
算

第
２
回
定
例
会
に
提
案
さ
れ

た
政
策
補
正
予
算
に
は
、
高
橋

知
事
が
“
知
事
選
で
の
公
約
の

多
く
を
張
り
付
け
た
”
と
し
ま

し
た
が
、
政
策
と
し
て
の
熟
度

が
不
十
分
で
、
思
い
つ
き
的
な

事
業
、
施
策
ば
か
り
が
目
立
つ

予
算
と
な
り
ま
し
た
。

道
財
政
の
改
善
は
進
ま
ず
、

国
直
轄
事
業
負
担
金
の
計
上
を

留
保
し
て
の
赤
字
予
算
の
編
成

が
９
年
連
続
と
な
り
、
す
っ
か

り
恒
常
化
し
た
。
財
政
状
況
が

好
転
せ
ず
、
道
債
残
高
が
減
ら

な
い
理
由
を
知
事
は
、「
国
の
臨

時
財
政
対
策
債
の
増
発
等
が
原

因
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
知
事

の
予
算
編
成
は
、
そ
の
臨
時
財

政
対
策
債
や
、
国
の
各
種
の
経

済
対
策
基
金
、
交
付
金
等
で
つ

じ
つ
ま
合
わ
せ
を
し
て
き
た
。

知
事
は
、人
口
減
少
問
題
を
最

大
の
課
題
と
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
問
題
は
、
最
近
、
突
然
に

発
生
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
知
事
の
３
期
12
年
の
道
政

運
営
等
に
お
け
る
取
り
組
み
を

検
証
し
、
そ
の
反
省
な
し
に
は
、

実
効
性
の
あ
る
政
策
を
展
開
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
国
の

政
策
を
垂
れ
流
す
の
で
は
な
く
、

道
民
や
自
治
体
と
の
協
働
で
、

各
地
域
で
実
効
が
あ
が
る
施
策
、

事
業
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

地
域
に
配
慮
し
た
政
策
を

安
倍
政
権
が
、
診
療
報
酬
の

抑
制
、
介
護
報
酬
の
引
き
下
げ

等
の
施
策
を
相
次
ぎ
打
ち
出
し
、

医
療
・
福
祉
の
維
持
確
保
も
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
道
内
に
お
い
て
も
、

周
産
期
医
療
の
危
機
的
な
状
況

が
加
速
し
、
地
域
で
の
少
子
化

対
策
の
基
盤
が
崩
れ
か
ね
ま
せ

ん
。
ま
た
、
日
本
創
成
会
議
の

首
都
圏
高
齢
者
の
他
地
域
へ
の

移
動
促
進
策
な
ど
、
人
や
地
域

へ
の
や
さ
し
さ
、
思
い
が
欠
け

た
施
策
も
相
次
い
で
い
ま
す
。

地
域
で
暮
ら
し
、
子
ど
も
を
産

み
育
て
る
基
盤
づ
く
り
の
た
め

の
積
極
的
な
施
策
・
事
業
の
展

開
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

知
事
は
、
道
産
食
品
輸
出
１

千
億
円
の
目
標
を
掲
げ
て
も
い

ま
す
が
、
そ
の
基
盤
で
あ
る
一

次
産
業
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
進

展
懸
念
や
、
ロ
シ
ア
２
０
０
海

里
内
サ
ケ
・
マ
ス
流
し
網
漁
の

終
息
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
ホ
タ
テ

の
悪
天
候
被
害
等
に
よ
っ
て
厳

し
さ
を
増
す
一
方
で
す
。
地
域

で
暮
ら
し
続
け
、
稼
ぎ
続
け
、

地
域
の
産
業
と
産
物
を
守
る
た

め
に
、
し
っ
か
り
と
地
域
に
足

を
踏
ま
え
た
施
策
、
事
業
こ
そ

が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

進
ま
な
い

「
脱
原
発
」

「
脱
原
発
」の
北
海
道
を
目
指

す
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
に

つ
い
て
の
知
事
の
姿
勢
は
、
判

断
も
施
策
展
開
も
国
ま
か
せ
で
、

「
脱
原
発
」
を
希
求
す
る
条
例

を
有
す
る
北
海
道
で
あ
り
な
が

ら
、
取
り
組
み
姿
勢
は
極
め
て

消
極
的
で
す
。

地
域
交
通
の
確
保
に
つ
い
て

も
、
道
民
の
足
を
守
る
知
事
の

意
識
は
希
薄
で
す
。
北
海
道
新

幹
線
の
円
滑
受
け
入
れ
を
理
由

に
し
て
、
地
域
路
線
の
合
理
化

を
言
う
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
姿
勢
に

は
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
に
、
道
は
財
政

面
も
含
め
積
極
的
に
関
わ
り
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
べ

き
と
考
え
、
今
後
も
こ
う
し
た

問
題
意
識
に
基
づ
く
議
論
を
展

開
し
、
道
の
対
応
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
き
ま
す
。

採
択
さ
れ
た

決
議
・

意
見
書

◆
飲
酒
運
転
根
絶
を
宣
言
す
る
決

議
◆
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
に
関
す
る

決
議
◆
ロ
シ
ア
連
邦
の
２
０
０
海

里
水
域
に
お
け
る
サ
ケ
・
マ
ス
流

し
網
漁
業
に
関
す
る
決
議
●
地
方

財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意

見
書
●
改
正
耐
震
改
修
促
進
法
に

よ
る
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
大
規
模
建

築
物
の
耐
震
診
断
結
果
公
表
の
猶

予
を
求
め
る
意
見
書
●
義
務
教
育

の
機
会
均
等
の
確
保
と
教
育
予
算

の
確
保
・
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

●
介
護
報
酬
の
見
直
し
等
に
関
す

る
意
見
書
●
ロ
シ
ア
連
邦
２
０
０

海
里
水
域
に
お
け
る
サ
ケ
・
マ
ス

流
し
網
漁
業
の
禁
止
に
伴
う
支
援

を
求
め
る
意
見
書
●
林
業
・
木
材

産
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
施

策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見

書
●
道
路
の
整
備
に
関
す
る
意
見

書
※

民
主
党
会
派
と
し
て
は
、

「
憲
法
解
釈
変
更
に
よ
る
集
団
的

自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
撤

回
と
関
連
法
案
の
取
り
下
げ
を
求

め
る
意
見
書
」
を
提
案
し
ま
し
た
が
、

自
民
会
派
等
の
反
対
で
否
決
さ
れ

ま
し
た
。

第
二
回
定
例
道
議
会
報
告
（
６
月
16
日
～
７
月
10
日
）

予
算
特
別
委
員
長
及
び
保
健
福
祉
委
員
長
と
し
て
審
議
経
過
を
本
会

議
で
報
告
（
７
月

日
）
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↑
士
別
市
職
員
OB
会
総
会
（
４
月
22
日
）

士別市地域要望現地調査に同行（6 月 8-9 日）

↓
き
た
ご
り
ん
フ
ァ
ー
ム
で
田
植
え
作

業
（
５
月
23
日
）

写
真
で
振
り
返
る
北
口
道
議
の
活
動
記
録
（
４
月
～
６
月
）

士別地区森林組合通常総会で挨拶（4 月 30 日）

士別市九十九大学・大学院入学式（５月８日）札幌近郊の八剣山（498.8ｍ）山頂（５月９日）

TPP 交渉の国会決議を求める緊急集会（5 月 16 日）労働法制改悪反対を街頭から訴え（5 月 24 日）

↑
道
北
歌
謡
研
究
会
会
員
歌
唱
発
表

会
で
挨
拶
（
４
月
18
日
）

全国自治体議員学習会（5 月 26 日）
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北
口
道
議
の
奮
闘
ぶ
り
を
ブ

ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま

す
。（
４
月
～
６
月
分
）

◆
４
月
７
日
【
甜
菜
振
興
協
議
会
】

▼
今
日
、
北
ひ
び
き
農
協
甜
菜

振
興
協
議
会
（
菅
原
美
喜
雄
会

長
）
の
第
11
回
定
期
総
会
が
開

催
さ
れ
た
▼
冒
頭
、
菅
原
会
長

は
、「
昨
年
の
甜
菜
は
、
５
年
ぶ

り
に
平
年
を
上
回
り
、
努
力
が

報
わ
れ
た
出
来
秋
で
あ
っ
た
。

甜
菜
は
、
地
域
に
と
っ
て
も
重

要
な
作
物
で
あ
り
、
昨
年
糖
度

基
準
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
は
、

と
て
も
あ
り
が
た
か
っ
た
。
来

年
も
豊
作
を
祈
っ
て
い
る
。
ま

た
、
今
年
の
６
月
28
日
に
は
、

第
３
回
目
と
な
る
ビ
ー
ト
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
る
の
で
、
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
願
い

し
た
い
」
と
お
話
し
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
甜
菜
作
付
優
良
農
業

者
の
表
彰
が
な
さ
れ
、
移
植
の

部
で
15
名
、
直
販
の
部
で
12
名

の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
た
。

◆
４
月
25
日
【
羊
飼
い
の
家-

リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
】
▼
今
日

は
、
羊
飼
い
の
家
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
出
席
し
て
き

た
▼
士
別
市
の
観
光
拠
点
の
施

設
と
な
っ
て
い
る
「
羊
飼
い
の

家
」
は
、
開
設
か
ら
23
年
が
経

過
し
た
こ
と
か
ら
、
昨
年
10
月

か
ら
１
億
２
千
万
円
（
備
品
も

含
む
）
を
か
け
て
改
修
工
事
に

入
っ
て
い
た
▼
そ
の
工
事
も
終

了
し
、
今
日
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

真
新
し
く
改
装
さ
れ
、
市
民
が

く
つ
ろ
げ
る
広
場
な
ど
も
設
置

し
、
未
年
の
観
光
に
も
弾
み
が

つ
き
そ
う
だ
。
ま
た
、
羊
肉
を

使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
も
開
発
さ
れ
、

今
日
は
そ
の
メ
ニ
ュ
ー
も
美
味

し
く
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
だ
。

◆
５
月
30
日
【
自
治
体
議
員
フ

ォ
ー
ラ
ム
】
▼
昨
年
５
月
17
日

に
私
が
代
表
と
し
て
上
川
管
内

自
治
体
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
結

成
。
第
１
回
記
念
講
演
会
を
開

催
し
て
き
た
▼
第
２
回
目
と
な

る
今
回
の
講
演
会
に
は
、
統
一

自
治
体
選
挙
後
で
も
あ
り
44
名

が
出
席
。
人
口
減
少
問
題
に
よ

る
「
地
方
創
生
」
に
つ
い
て
議

論
し
、
道
庁
か
ら
「
北
海
道
の

地
方
創
生
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
」、
上
川
総
合
振
興
局
か
ら
は

「
上
川
地
域
に
お
け
る
地
方
創

生
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」、
そ

れ
ぞ
れ
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
、
講
師
を
交
え
て
懇
談

会
も
開
催
し
、
意
見
交
換
と
交

流
を
深
め
た
。

◆
６
月
28
日
【
ビ
ー
ト
ま
つ
り
】

▼
士
別
ビ
ー
ト
ま
つ
り
は
、
て

ん
菜
の
作
付
拡
大
と
砂
糖
の
正

し
い
認
識
と
消
費
拡
大
を
目
的

に
、
２
０
１
１
年
に
第
１
回
目

を
開
催
。
そ
の
後
２
年
毎
に
開

催
し
、
今
年
で
第
３
回
目
の
開

催
と
な
る
。
（
中
略
）
▼
ま
た
、

天
塩
川
の
源
流
の
マ
チ
と
し
て
、

天
塩
川
の
水
と
て
ん
菜
か
ら
作

ら
れ
た
砂
糖
ビ
ー
ト
オ
リ
ゴ
を

使
い
開
発
し
た
サ
イ
ダ
ー
「
天

サ
イ
ダ
ー
」
の
完
成
発
表
会
も

行
わ
れ
、
先
着
３
千
本
の
無
料

配
布
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
命

名
と
ラ
ベ
ル
の
作
成
に
尽
力
さ

れ
た
士
別
翔
雲
高
校
総
合
ビ
ジ

ネ
ス
科
の
生
徒
た
ち
に
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
た
。

北
口
ゆ
う
こ
う
奮
闘
日
記

h
ttp
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【
ひ
と
り
ご
と
】

▼
戦
争
へ
の
足
音
が
近
づ
い
て

い
る
。
安
倍
政
権
は
、
多
く
の
国

民
が
懸
念
や
反
対
し
て
い
る
集

団
的
自
衛
権
を
可
能
と
す
る
法

案
を
強
行
採
決
し
た
。
そ
れ
は
、

戦
前
へ
の
逆
戻
り
で
あ
る
▼
70

年
前
、
私
た
ち
の
先
輩
は
、
『
二

度
と
戦
争
は
し
な
い
』
と
の
決
意

で
現
在
の
憲
法
を
制
定
し
た
。
憲

法
９
条
で
は
『
戦
争
を
し
な
い
』

こ
と
『
戦
争
に
加
担
し
な
い
』
こ

と
を
決
め
て
い
る
▼
先
の
大
戦

で
は
、
全
国
で
310
万
人
、
北
海

道
で
も
約
11
万
人
が
犠
牲
に
な

っ
て
い
る
。
私
の
伯
父
も
戦
死
し

て
お
り
、
戦
争
を
報
道
す
る
テ
レ

ビ
を
見
る
祖
母
の
姿
が
と
て
も

印
象
的
だ
っ
た
。
そ
れ
は
戦
死
し

た
子
を
持
つ
母
の
姿
で
あ
っ
た

▼
私
た
ち
の
子
や
孫
を
戦
場
に

送
っ
て
は
い
け
な
い
。
送
ら
な
い

た
め
に
も
、
政
府
の
法
案
（
い
わ

ゆ
る
戦
争
法
案
）
を
成
立
さ
せ
て

は
い
け
な
い
。
将
来
に
禍
根
を
残

さ
な
い
た
め
に
も
、
や
れ
る
こ
と

を
や
り
抜
こ
う
。（
ゆ
う
こ
う
）

JA 北ひびき甜菜振興協議会総会

上富良野町土地改良事業について要請

上川管内自治体議員フォーラム講演会

第 3 回士別ビートまつりで挨拶


